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貴重すぎるあなた（第一コリント3:16）
 この間、テレビで潔癖症について取り上げ、取材をして放送した内容がありました。いろいろな原因、きっかけがあったでしょうが、私が全体を見て感じたのは、結局、一番の原因というのは自己嫌悪から始まったものだなというのが、私の感想です。それを本能的に自己防衛と言うのか、他人の間違いを、汚れたもの、汚いものにする、自分の周りを汚いものにすることによって、自分がきれいなものだと反射的にそうなろうとして、そのような病気になってしまうのではないかということが私が見た感想です。ですから、ものすごく潔癖症できれい好きのように思われるのですが、裏返しますとそれほど自己嫌悪に陥っているということだと思います。
　それから、過食症と拒食症という病気を患う人も少なくないと思いますが、健康のためにダイエットをするということと、止められないほどダイエットに入って行くということとは違います。それはもう拒食症のひとつです。結局、それも自分自身に自信があまり持てなくて、自己嫌悪と言う感情が心の内側にありますので、それをカバーするために、それをどうにかしようという反応がそのように走るようにしてしまうのではないかと思います。過食症も拒食症の症状も、結局は自分が嫌いなのです。

　私たち、クリスチャンの場合は、このような症状が具体的にあるかないか以前に、このような問題とはもう縁が切れているものだということを、ぜひ心に覚えていただきたいと思います。今日の聖書に、このように言われています。神様が皆さんひとりひとりに対して語りかける神の御声として聞いていただきたいと思います。あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか。知らないので、クリスチャンでさえ自分嫌い、自分に自信が持てないのです。表面的にはそのように言わないかもしれませんが、心の底に消えないまま自己嫌悪に陥っている人が何と多いでしょうか。それは間違いと言うことの前に、ものすごく悔しいことです。そのような方々に、神様は今も語りかけていらっしゃいます。あなたは神への神殿であることを分かっていないのか。なぜ自信が持てないのか。なぜそんなに自分が嫌いなのか。なぜそんなに心配が多いのか。なぜそんなにイライラするのか。そのように今もおっしゃっています。クリスチャンにとって、一番大切なのは、キリスト、イエスの中にあって自分自身がどれほど貴重な存在なのかを正しく認識することです。どれほど業績を積み上げ、どれほど一生懸命、頑張るかと言うことは、ずっと後の話です。クリスチャンにとって、なにより大事なのは、キリスト、イエスにあって今の自分が、今日のタイトルにありますように貴重すぎる者なのです。どれほどそれを自覚して認識しているかに尽きるものだと思っています。

ですから、自己嫌悪によって発症する過食症や拒食症、潔癖症などは、私たちとは全く関係ないものなのです。なぜそこに走るのでしょうか。自分自身を愛してください。自分は尊いものだ。自分自身を見ると、そのように思えないでしょうが、神様がそうおっしゃっているし、神様がそのように作っていらっしゃるし、キリスト、イエスの血によってそのように変えてしまったので、冗談で申し上げると、仕方がなく自分は尊いものなのです。なにがどうであれ尊いものです。でも、残念ながら、ほとんどのクリスチャンがそのような自覚、認識をもっていません。ですから、クリスチャンとして輝きをもって現場に行きますと、現場のすべてを仕切ってサミットに立つはずなのに、下っ端をくぐるのです。現場の未信者の人と同じ戦いを、同じ喧嘩をして、同じ悩みを抱え、同じ涙を流し、同じ笑いをしている。そのようなレベルなのです。クリスチャンはそのような存在ではありません。たとえ、肩書が下っ端でも、精神的には最高のトップなのです。神の子どもなのだから。しかし、自分で自分自身のことをそのように正しく認識していません。気持ちによってころころ変わったりと言うことはもう終わりにしましょう。信仰によって生きていかなければなりません。これが励ましの言葉、慰めの言葉ではなくて事実です。神様がそのようにつくり変えて、神様がご自身がおっしゃっている神の御声なので、それにぜひ耳を傾けていただきたいと願います。
そして、そのような認識がなぜ必要であり、また大切なのかと言うことも、結論としてしっかり握っていただきたいと思います。まず第1に、これがないとサタンの攻撃に負けてしまうのです。それから、クリスチャンとしての本来の役割を全うすることができません。塩が塩気をなくしてしまったり、光がますの下に隠れたりという感じになってしまうので、そうする必要もないし、そうしてはいけません。特に今の時代、クリスチャンの私たちに聖書にあるとおりに今、語りかけていらっしゃいます。目を覚まして立ち上がりなさい。起きよ、光を放てとおっしゃっているのです。それほど今の時代は、ものすごく霊的には困難な時代であり、危機的な状況です。私たちクリスチャンの他には希望がありません。ですから、今日の聖書の箇所、あえて1節しか読んでいません。ぜひ心に留めて、その聖書の箇所が1週間ずっと頭をよぎるようになってもらいたいと思います。神の御霊があなたに宿っておられるのを知らないのかと問いかけていらっしゃいます。どういう意味でしょうか。ずっと覚えていてください。あなたがたは、自分が神の神殿であり、神の霊が自分たちの内に住んでいることを知らないのですか。この問いかけは、どういう意味なのでしょうか。まず第1に、あなたはもはや過去のあなたではないということです。

私のことで申し訳ありませんが、自分は昔、劣等感の塊でした。なぜそうなってしまったのか、後程、説明しますが、その劣等感によって心の中に不安がいつも消えなかった者でした。そのような状態なので、ものすごくデリケートでした。それが自分の性格すべてに影響を与えて、結局は体もむしばむようになります。私の昔の写真を見ると、今も私がものすごくスリムだと皆さんは思っていらっしゃると思いますが。笑わないでください。昔は、骸骨のような顔でした。デリケートでものすごく神経質だったので、それが人間関係にもすべて影響を及ぼして、様々な症状が小さいときからありました。だいぶ大きくなってからもおねしょをしたり、夜寝るときに、夏場なのに厚い布団をグルグル巻いて寝ないと安心できないし、いろいろな症状が今振り返って考えてみるとありました。それがすべての面において影響を与えていました。なぜ自分がそうなってしまったのかと考えたときに、一番の原因が、母親が小さいときに亡くなって、母親のいない、例えると四輪タイヤの一つのタイヤが抜けた状態で、それがそういう感情を生み出したのではないかと自分は思います。それが昔の私です。でも、本当はその母親が亡くなって何かが欠けているような家庭だったので私がそのような人間になったのかと言いますとそうでもありません。母親一人の問題ではなく、私が生まれるためには母と父が結婚しないとできません。その二人の間で生まれたので、母親は母親の人生があり、父は父の人生があり、そして、その人生は背景に家系というものがそれぞれあります。母の家系はものすごく仏教に熱心で、お寺を自分のお金を払って建てるぐらいのところでした。父は、クリスチャンの家系だったのに教会に行かないで、名前だけのクリスチャンなので宗教人と同じでしょう。それで朝鮮戦争のさなかに、ひとりで自分を守り、家族を支えるために頑張っていたので、性格的にものすごく頑固です。そのような背景の中で生まれて育ったので、それがすべて私という人間を作り上げたのではないかと思います。だから、単に母が早く亡くなっただけの問題ではなくて、両親、両親の家系の背景なども全部、過去の私と関わっているのです。そして、よく考えてみると両親の先祖をたどっていきますと、結局、どこまで行くのかというと皆がアダムとエバの子孫なのです。人類の起源であるアダムとエバが、創造の神様に対して、人に命を与えられた神様に対して、罪を犯してしまって、取り返しのつかない原罪と言う罪を犯し、悪魔のしわざに捕らわれるようになりました。それが母、父の先祖の背景です。そのすべてが全部合わさって、過去の私というものがいました。

私の好きな番組の一つが、こんな秘境のところに日本人がなぜ？という番組があります。芸能人の誰かがものすごく苦労しながら探して、そこにたどり着いていろいろなお話を聞くときに必ず出る言葉があります。波乱万丈の人生のストーリーとか、波乱万丈という言葉は必ず出てきます。でも、形は違うでしょうが、自分でも振り返ってみると自分の人生は波乱万丈だったし、皆さんもまだレムナントの一人一人はそうでもないかもしれません。自分なりに波乱万丈ではないでしょうか。それぞれの人生ストーリーというものをもっていらっしゃるのではないでしょうか。それが皆さんの過去です。出たその過去は、簡単な過去ではなく、アダムとエバが関わっている過去です。それが私というものでした。聖書は、イエス・キリストを信じている私たちに向かって、あなたはもはやそのあなたではない。実は過去の私というものは、ただ不安でデリケートで神経質の私ではなく、本当のことを理解するとエペソ1:3に書いてあるように、生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたのが過去の私です。だから、そのようないろいろな背景の中で、性格的に、精神的に、劣等感の塊になるしかなかったのです。そこから自分で逃げられません。これは私のお話です。皆さんは形がそれぞれ違うでしょうが、根本的には同じです。これが私の過去です。自慢するところはどこにもありません。ヨハネ8:44を見ると、実は過去の私というものは、これだ、あれだではなく、あなたはあなたの父である悪魔から出たものであって、私は悪魔の子だったのです。それが私の過去でした。過去の私だったのです。それゆえ、波乱万丈になるというのは、もう決まりではないでしょうか。ローマ8:2を見ると、死と罪の原理に捕らわれていて、それは言葉を変えますと、滅びるしかない、そこから一歩も出られない原理、つまり運命に捕らわれていた者、それが過去の私です。ときには成績を見ると、トップになったときもあるし、周りからほめられるときもありました。けれども、過去の私というものは、滅びる運命に捕らわれて、地獄に行くしかない者でした。それが過去の私です。ですから、良いことがあるはずがありません。波乱万丈になるというのは当たり前でしょう。そういう私が、神様の恵みによって、キリストであるこのすべてをいっぺんに永遠になくしてしまうキリストであるイエス様を信じて受け入れることによって、あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたに宿っていることを知らないのか。もはや、あなたはその過去のあなたではありませんと今、おっしゃっています。ローマ8:1-2を見ると、もう二度と罪に定められることもないし、死と罪の原理からいのちの御霊の原理によって永遠に解放されている者です。ヨハネ5:24にも、死からいのちに移っているのです。もはや、あなたは過去のあなたではない、傷などをもっていてはいけません。持つ必要もありません。過去はもう終わりました。私たちが考えている悲しい過去どころではありません。今、申し上げましたでしょう。悪魔の子どもだったのです。認めたくないでしょうが、その存在だったので、あなたの記憶にある、辛い、悲しい、いろいろな過去があっただけです。もはやあなたは過去のあなたではない。そういう意味です。聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。それで大胆に少しも迷わずに告白してください。キリスト、イエスの内にあるものは、誰でも古いものは過ぎ去って、この世の過去はもう過ぎ去って、すべて新しく変えられていると。そのような神様の御声です。皆さんの記憶や考え、周りからの声、この社会から皆さんに言っていることなどに耳を傾けないで、神様の御声に耳を傾けてください。あなたはもはや過去のあなたではない。
それだけにとどまりません。あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたに宿っておられることを知らないのかという問いかけは、あなたが貴重すぎる人だという神様の御声なのです。過去のあなたではないどころか、今現在、貴重すぎる存在なのだ。尊すぎる存在なのだ。本当にそのように自分のことを思っていらっしゃるのでしょうか。ちょっとしたことがあれば、すぐさま忘れてしまいます。最初から信じてもなかったのかもしれませんが。あなたはあなたが考えている何十倍、何億倍以上、貴重すぎる人です。特にレムナントの皆さん、自分のことをそのように思わないといけません。ついつい私たちは肉体的、人間的な様々な条件によって評価することに、あまりにも当たり前に慣れています。しかし、肉低的、人間的条件が、どうであろうが一切関係なく、イエス・キリストを信じる人に対して神様はおっしゃっています。あなたは尊すぎる人なのだ、それを知らないのか。だから、心配しているでしょう。だから、余計な喧嘩をしているでしょう。そうする必要はありません。だから、不安でしょう。何回も申し上げますが、不安というのは、不安材料があるからではありません。自分がどれほど尊い存在なのかを忘れているから、サタンによって不安が襲いかかっているだけです。なぜ怒ったり、喧嘩をしたりするのでしょうか。大体の理由は、結局、プライドの問題です。というのは、自分が貴重すぎるということが分かっていないと、余計なプライドで戦うようになります。神様が、今日、皆さんに語りかけていらっしゃいます。あなたは尊すぎる人だということを知らないのか。他人と比較して、私たちを採点したりする。世の中ではそのようにします。今まで、皆さんもそうしたでしょう。ハンサムな人、スリムな人、背が高い、低い、いろいろ他人と比較し、「あの人は親孝行している人だ」「あの家はでっかい家で、うちはぼろ臭い家だ」とか、いろいろ他人と比較して評価され採点になると私たちは思い込んでいます。その世界、イメージから脱出してください。神様はそうではありません。そのような他人との比較がどうであれ関係なく、キリスト、イエスの内にあるものは、神様はおっしゃっています。あなたはあまりにも尊い存在なのです。あなたは尊すぎる人ですとおっしゃっています。ぜひ皆さん、神様の御声に耳を傾けていただきたいと思います。
気温が上がって眠くなりやすいです。そうすると、神様の御声が聞こえなくて、別のものが聞こえます。だから、しっかり目を覚まして、神様の御声を聞いてください。あなたはもはや過去のあなたではないということを知らないのか。あなたは貴重すぎる人だということを知らないのか。今週1週間、それがずっと耳鳴りみたいに、皆さんの耳元でささやくようになることを祈りたいと思います。それが私たちが生きることであり、悪魔にだまされないで暗やみの力が砕かれる秘密です。他には方法がありません。そうでないと必ず、神の御声以外のものが入って来ます。それは鉄則です。それでこれ以外にも、聖書66巻すべてでしょうが、いくつかイエス・キリストを信じている私たちに、肉体的条件、人間的条件、他人との比較などと一切関係なく、私たちに対する言葉をピックアップして皆さんにお話ししたいと思います。ゼパニヤ書3:17を見ると、神様が私たちのことを見ると、喜びのあまりにうれしくて踊り出すと言われています。それほど皆さんは、神様にとって尊い貴重な存在です。成績が少し悪くても、性格が少し変でも、それに惑わされないように。極端に申し上げると、周りから何と言われようが、皆さんはイエス・キリストを信じました。そうならば、神様はおっしゃっています。あなたは聖霊が宿っている神の神殿であることを分かっていないのか。あなたは尊い神の子どもであることを分かっていないのか。あなたはもう存在自体が貴重すぎるのだ。宝石より大事なのだとおっしゃっています。ぜひお願いします。信じてください。イエス様が、いまだよく悟っていないし、汚れたまま性格も昔のままの状態だったときに、弟子に向かっておっしゃっています。マタイ5:13には、あなたがたは世の光であり、世の塩ですとあります。Ⅰペテロ2:9には、あなたがたは選ばれた種族、神の民、王である祭司だと宣言しています。前にも申し上げましたように、このような言葉は、キリストであるイエス様にしか使わない言葉です。それを私たちに向かって言うのです。それほど皆さんは、イエス様とレベルが等しい存在に引き上げられているということです。皆さんの今の人間的なレベルと全く関係なく、それが聖霊が宿っていることを知らないのかということなのです。クリスチャンにとって、一番の変化というのは、皆さんの内側に聖霊が宿るようになったことです。急に、性格が易しい人間に変わったことではなく、そのままであっても信仰によって聖霊が内側に宿ることが変化なのです。そのようになったものは誰一人例外なく、もはや過去のあなたではない、過去に捕らわれないように、過去のことを引きずったりしないように、そして、あなたは条件と関係なく尊すぎる存在なのです。ローマ8:39には、もう切り離すことができない神の愛に捕らわれているものだと言われています。イエス様はヨハネ15:15に、もはやしもべとは言わない。あなたがたはわたしの友だ、私とfriendなのだ、おまえが私のbest　friendなのだとイエス様はおっしゃっています。信じられないでしょう。でも、それが、あなたは聖霊が宿っていることを知らないのかという意味です。聖霊が宿ることによって、外側は何も変わらなくても、そのように言われる価値あるものに変わりました。ぜひ信じてください。
それでヨハネ17:21を見ると、イエス様が最後に神様にお祈りをささげたときに、彼らを私たち三位一体の神様と一つになるようにしてくださいとお祈りしました。それがどういうことなのかわかりますか。皆さんは貴重すぎるのです。問題は自分でそれを認めて認識するかどうかです。いまだに年を取っているから、借金があるから、体が不自由だから、成績が悪いから、まだ貧乏だから、才能があまりないからといって、この神様の御声をシャットアウトしてしまうでしょう。あなたは神の聖霊が宿っている神殿であることが分かっていないのかとまたおっしゃるのです。できる、できないという言葉は、私たちが使う言葉ではありません。ローマ8:30を見ると、私たちを世界の基が置かれる前から定められ救われて、それから、私たちを栄光にしたと言われています。もうすでに。エペソ2:6には、まだ行ったことがないのに、イエス様と一緒に神の右に座らせてくださったと過去形で書いてあります。そういう存在です。皆さん、自分自身を見て、周りからの声など、サタンのささやきに騙されないで、神の御声を聞いてください。条件は一つしかありません。イエス・キリストを信じているか。そうならば外見がどうであれ、才能がどうであれ、性格がどうであれ、そのようなことであまりにももめるのですが、あなたがたは神の神殿である。聖霊が宿っている貴重な存在であることを知らないのかと語っています。ですから、あなたは貴重すぎる人です。

それで最後はこういう意味です。あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っていることを知らないのかというのは、だから、あなたは十分、いくらでも神の御用、聖なる仕事が可能な存在だという意味です。その一番のサンプルが初代教会です。初代教会は、環境的に不可能な環境でした。また、初代教会に集まっているメンバーの状況も見ると、何もできないような条件ばかりです。そのすべての環境、条件を乗り越えて、神様の約束を全うすることができる、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人として、福音宣教の聖なる仕事が可能なものだったということを証明しました。なぜでしょうか。周りから見たときには、一時的なムーブメントでしょう。彼らに何ができるか。イスラエル全体がユダヤ教で、120人ぐらいの砂の一滴のような存在がマルコのタラッパンに集まって教会を始めました。何ができるでしょうか。しかし、彼らは分かっていなかったのです。その見た目とは全く関係ありません。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。そうならば、環境、条件すべて乗り越えて、世界福音化、伝道の約束を十分にいくらでも可能にすることができる存在です。これが一番のポイントです。これがクリスチャンです。言い訳などいりません。言い訳をすればするほど、この神の御声を遮断することです。でも…。そのときにおっしゃります。聖霊が宿っていることを知らないのか。知りません。でも、うちの学校は、うちの家庭は、うちのお父さんは、うちの旦那さんは、私は…。そのとき神様は、聖霊が宿っていることを知らないのか。知りません。おまえクリスチャンなのか。そういうお話です。キリスト教はシンプルです。自分自身を愛してください。自分のことを大事にしてください。それは自己愛などの概念ではありません。聖霊が宿っている尊すぎる存在です。だから、どんな状況、理由、どういう妨害があっても関係なく、世界の福音化、エルサレムから皆さんの現場から始めて、暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれるようになることが、十分にいくらでも可能な存在です。信じてください。たぶん、私の声が高くなるときには、この神様のみことばをほとんど信じないからそうさせるのだと思います。すんなりと信じていらっしゃれば、こんなに声が高くなるはずがないのだけれど信じないのです。私は、今私の現場において、私の家に暗やみの力がすべて砕かれて、神の国が臨まれまして魂が救われるいのちの運動が行われるはずだ。私は十分、それが可能なのだと本当に信じていらっしゃるのでしょうか。それがあなたは神の神殿であり、聖霊があなたの内に宿っているということを知らないのかという問いかけです。他に何もいりません。心からそちらの方に方向を合わせて、信じることさえあればよいです。信じればいいのです。聖霊が宿っていることを知らないのかというのは、そのことのためにあなたは聖霊に満たされるようになっているものだということを知らないのかということなのです。誰でも聖霊に満たされるようになっています。聖霊が宿っていらっしゃるから。環境、条件、体がどうであれ、病気、迫害があるか、ないか、一切関係なく、どれほど偶像の文化が長いか、伝統が深いかと一切関係なく、聖霊が宿っていることを知らないのか。これですべて終わりです。そうならば、聖霊に満たされて、聖霊充満の約束がある人でしょう。それゆえ、言い訳はいらないのではないか。信じて、少しばかり祈ればよいのではないか。
それから、何があっても絶対にあきらめないで、この聖なる神の仕事に挑戦しなさい。もう一度申し上げます。もっと具体的に申し上げると、聖霊が宿っていることを知らないのかというのは、まだ伝道者の名簿を作っていないのかという話と同じです。なぜ作ってないでしょうか。自分自身にはそういうことはありえないと思っているからでしょう。だから、聖霊が宿っていることを知らないのか。そういう話です。皆さんの現場は宣教地です。皆さんは宣教師です。私は宣教師だろうか。聖霊が宿っていることを知らないのかとまたおっしゃいます。

暑い季節になりました。皆さん、今週1週間、このメッセージを握って、深く黙想しながら自分自身を神の御声の中で正しく愛することができないようにするものが何なのか、それを徹底的に拒否してください。皆さんを否定的なイメージをもって、時々、襲い掛かってくるものがあると思います。あるいは、昔ながらのものもあるかもしれません。それに徹底的に拒否権を発動してください。今日のⅠコリント3:16の神の御声として、ずっと耳を傾けるように。そこから自分の価値、自分の尊さなどを確認し続けるようにしてください。それでどんなことであろうが、それが心につまずきになるような重みをそこに置かないようにしてください。そのようなものは存在しません。それほど皆さんは、貴重すぎるのです。どういうことでもつまずきにならないほど、皆さんは貴重すぎるのです。それを確認しつつ、どういうことでも試みになるほどの重みを持たないようにしてください。そんなにたいした大きなことが世の中にあるのでしょうか。誰かが死んだ、それによってダメージを受けるようなそういう価値ではありません。だから、何かでつまずき試みに遭うような、重みになるようなものを持っていてはいけません。それをパウロの言葉でいうと、すべてがちりあくたなのです。ですから、つまずくことがないように。そのようなものを整理して排除してください。
それから、なぜかというとこれがポイントです。なぜこうしないといけないかというと、現場伝道の祝福に邪魔にならないように、足を引っ張ることがないように、その祝福に対して確信を持って、実際的に祈りを持って挑戦しましょう。何もしなくても結構です。信じてください。なるほど、聖霊が宿っているのだ。私がいるところで必ず、暗やみの力が砕かれて、神の国が臨むはずでしょう。だから、私の能力と関係なく、聖なる神の仕事、伝道の仕事が、私にとって十分にいくらでも可能な存在ではないのか。だから、祈ってください。それが起きるように、そうなるように祈るだけでよいのです。とにかく、方向がそちらの方に向けられていないとサタンにやられてしまいます。なぜでしょうか。現場、伝道に向かって自信を持って挑戦する方向でないというのは、その前の段階でぐじゃぐじゃに間違っていることになりますから。福音が福音でなくなっているという裏返しですから。皆さんは、実は何も心配することがない尊い存在です。先週も申し上げましように、どんな弱さ、問題があっても、皆さんの祝福ははるかにまさるもので、それによってダメージを受けるようになっていません。ですから、もう一度、私は貴重すぎる存在だ。だから、私をとおして伝道の祝福が現れるというのは、当然なのです。
ぜひ祈って、具体的に神様の勝利を体験していただきたいと思います。　
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。今日も神様の御声をひとりひとりしっかりと聞きいれることができるように、聖霊様が働いてください。あなたは神の神殿であり、神の御霊があなたに宿っておられることを知らないのかという問いかけをずっと耳を傾けて、自分の価値を再発見し、現場伝道に対して伝道への挑戦のクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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